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活動報告（令和５年10月～６年３月）

園田学園女子大学×神戸大学　歴史・文化シンポジウム
「災害復興と地域歴史遺産」

日時： 2024 年 2 月 25 日 13 時～
場所：園田学園女子大学

主催：園田学園女子大学
共催：神戸大学地域連携推進本部
後援：兵庫県教育委員会・尼崎市

2025 年は阪神・淡路大震災発生から 30 年の節目の年となります。阪
神・淡路大震災や東日本大震災などの被災地における復興のなかで、地
域にある歴史遺産がどのように活用され、次の世代に継承されてきたの
か。そこで、例年実施している COC+「歴史文化領域」シンポジウムの
今年のテーマは「災害復興と地域歴史遺産」となりました。

奥村弘・神戸大学副学長の挨拶の後、橋本裕之氏（坐摩神社権禰宜、國
學院大學 客員教授）からは、「無形文化財／無形文化遺産を動態保存する
－社会実装としての阪神虎舞－」と題して、東日本大震災で被災した岩手
県の民俗芸能「虎舞（とらまい）」を関西に移し保存する活動についての
報告がありました。地域連携推進本部の松下正和からは、阪神・淡路大震
災を契機に設立された歴史資料ネットワークによる「風水害による被災歴
史資料の保全と活用について」と題して、2004 年台風 23 号・2009 年台風

9 号被災地での地元郷土史団体との活動について報告を行いました。
講演に先立ち、神戸市長田区にある NPO 法人 DANCE BOX に拠点を置く芸能集団「阪神虎舞」による実演

もあり 20 名近くの参加者がありました。ディスカッションでは災害復興における地域歴史遺産の意義につ
いて有形・無形双方の文化財の立場から議論が交わされました。来年度は阪神・淡路大震災をテーマに開催
する予定です。� （地域連携推進本部  特命准教授  松下 正和）

毎月 第１・３木曜 大学 地域連携推進本部定例会議

令
和
５
年

10 月

３日 大学 地域社会形成基礎論（第３クォーター）開講
４日 大学 ボランティアと社会貢献活動（Ａ）（第３クォーター）開講
７日 大学 ひょうご神戸学（第３クォーター）開講
19 日 大学 災害ボランティア団体　ボランティアバスプロジェクト・Konti 合同企画写真展開催

28 日 大学 神戸大学ホームカミングデー 登録学生団体出展・出店
（ボランティアバスプロジェクト・Konti・にしき恋）

11 月 10 日 大学 一般社団法人大学都市神戸産官学プラットフォーム設立

12 月

６日 大学 ボランティアと社会貢献活動（Ｂ）（第４クォーター）開講
９日 大学 神戸大学×神戸新聞社 with サンテレビ＆ラジオ関西「情報で、命を守る」アイデアソン開催
12 日 大学 「丹波篠山学生団体合同イベント in 神戸大学 味わう篠山」開催
12 日 大学 「ボラ Cafe2023 秋」開催

令
和
６
年

１月

12 日 大学 令和５年度丹波篠山市・神戸大学連携推進協議会
21 日 人文 第 22 回歴史文化をめぐる地域連携協議会「地域歴史遺産を取り巻く多様な取り組み」

27 日 大学 シンポジウム「阪神・淡路大震災をどう受け継いできたかー神戸大学生 30 年の語り継ぎ」開催
（人と防災未来センター共催）

２月

８日 大学 神戸市大学連携実務担当者会議への参加
８日 大学 神戸市地域課題に取り組む NPO 等補助金採択団体交流会への参加
16 日 大学 第４回地域連携推進本部運営委員会開催
17 日 大学 灘区大学と連携したまちづくりチャレンジ補助金発表会への参加
17 日 保健 神戸大学大学院保健学研究科地域連携センター報告会
24 日 農学 「第４回丹波篠山研究発表会」開催
25 日 大学 園田学園女子大学×神戸大学　歴史・文化シンポジウム「災害復興と地域歴史遺産」共催

３月

12 日 大学 令和５年度地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム連絡会（ハイブリッド）開催
15 日 大学 神戸市大学連携実務担当者会議への参加
28 日 大学 姫路市まちづくり研究助成事業成果報告会への参加
29 日 大学 中津市歴史博物館協議会への参加
29 日 国文 国際文化学研究科と北海道ニセコ町が連携協定締結


